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実践中！実践中！

ＦＭあすも ＪＡ番組
「そ～じゃ＊い～じゃ」

毎週金曜日
お昼 12 時 40 分～

絶賛放送中！
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動画はこちら
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഑৴期間を過ぎた動画はࢹ奤できなくなります。
ʪ	動画഑৴期間　令和４年６月１０日～令和４年８月９日	ʫ

花鳥風月花鳥風月 ̟̖ ؅಺ͷ஍Ҭࣄߦ΍ق࢛ͷ෩ܠΛ঺հ

坂੢ ͻなつ ちΌん（６）
にしさか

੺Ԯ小学校１年

奙っؤ間त業で৸ないように࣌５
ているͻなつͪΌん。大きくなっ
たら׭࡯ܯになることがເです。

Ѩ部 ࣣ美 ちΌん（６）
΂あ なな		み

੺Ԯ小学校１年

ਤ工が好きなࣣ美ͪΌん。
大きくなったらパテΟγΤに
なることがເです。

ຓのѪ࡙日ͪΌん（４）。折り紙や
おֆかきをして夽綖く紦んでいます。

◎だいすきなひと
あ さ ͻ

「 

川
崎
あ
じ
さ
い
公
園 

」

　
川
崎
町
門
崎
の
Ｊ
Ｒ
陸

中
門
崎
駅
前
付
近
に
あ
る

「
川
崎
あ
じ
さ
い
公
園
」
は
、

砂
鉄
川
の
河
川
改
修
と
共

に
川
崎
地
域
の
活
性
化
の

た
め
平
成
27
年
に
設
置
さ

れ
た
公
園
で
す
。
公
園
に
は
、

川
崎
町
民
が
ア
ジ
サ
イ
を

植
栽
し
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ベ

ル
や
ミ
ナ
ズ
キ
、
カ
シ
ワ
バ

ア
ジ
サ
イ
な
ど
５
種
類
の

ア
ジ
サ
イ
３
０
０
０
本
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
３
年
ぶ
り
に

地
域
の
皆
さ
ん
が
「
川
崎

あ
じ
さ
い
公
園
ま
つ
り
」
を

７
月
３
日
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

ᶽ
ᶿ
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特集
1

　

Ｊ
Ａ
は
第
８
回
通
常
総
代
会
を
５
月
27
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義

を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
支
え
て
き
た
地
域
農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
認

識
し
な
が
ら
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
最
重
要
施
策
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の

拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
」
を
図
る
こ
と
を
狙

い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
展
開
に
よ
り
計
画
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

佐
藤
鉱
一
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り
「
令

和
３
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
事
業
を
展
開
し

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
計
り
知
れ

ず
、
米
価
の
大
幅
な
下
落
に
加
え
、
燃
料
や
肥

料
、飼
料
な
ど
の
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
も
あ
っ

て
生
産
現
場
で
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
の

締
め
く
く
り
の
年
度
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年

12
月
に
行
わ
れ
た
第
46
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
で

掲
げ
た
「
組
合
員
と
と
も
に
活
力
あ
る
”
い
わ

て
農
業
・
地
域
共
生
“
の
未
来
を
創
る
」の
テ
ー

マ
の
下
、
新
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
農

業
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
食
料

の
安
定
供
給
、
地
域
農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、

Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

報
告
事
項
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

出
席
総
代
数
６
２
９
人
（
本
人
出
席
86
人
、
委
任
状
出
席

２
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
５
４
１
人
）

第
１
号
議
案 

定
款
の
一
部
変
更

第
２
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

 

案
の
承
認

 

（
報
告
）
令
和
３
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

 
 

計
算
書
、
注
記
表
及
び
附
属
明

 
 

細
書

第
３
号
議
案 

農
業
振
興
・
地
域
活
性
化
を
支
え
る
た
め

 

の
経
営
基
盤
強
化
（
拠
点
の
再
編
・
体
制

 

整
備
）

第
４
号
議
案 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定

第
５
号
議
案 

令
和
４
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

 

の
決
定

第
６
号
議
案 

令
和
４
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

 

決
定

第
７
号
議
案 

令
和
４
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

 

決
定

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、
行
政

庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、

決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取
扱
い

を
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を
求
め
ま
す
。

あいさつする佐藤組合長

特集
１第８回通常総代会

KOSHERU こしぇる  2022.6 4



特集１　第８回通常総代会

事
前
説
明
会
の

主
な
質
問
と
意
見
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

総
代
会
で
の
主
な
質
問
と
意
見
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
一
部
抜
粋
）

　
　

基
幹
支
店
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
店

舗
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
店
舗
は
、
主

に
貯
金
窓
口
、
為
替
、
共
済
窓
口
の

業
務
に
携
わ
る
店
舗
と
な
り
ま
す
。

融
資
業
務
に
つ
い
て
は
基
幹
支
店
で

の
対
応
に
な
り
、
信
用
・
共
済
渉
外

担
当
者
は
基
幹
支
店
の
配
置
に
な
り

ま
す
。

　
　

座
談
会
の
参
加
者
が
コ
ロ
ナ
の
た
め
も
あ
る
の
か
、
極
端

に
少
な
く
残
念
に
思
っ
た
。
平
日
開
催
で
は
な
く
、
休
日
開
催

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
日
開
催
が
要
因

の
一
つ
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
地
域
開
催
す
る
に
は
平
日

開
催
が
や
む
を
得
ず
、
少
人
数
で
あ
っ
て
も
資
料
内
容
が
出
席

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
の
業
務
費
の
う
ち
、
広
告
宣
伝

費
が
前
年
対
比
１
１
８
％
余
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
４
年

度
の
事
業
別
活
動
方
針
に
よ
る
と
、
各
事
業
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
を
促
進
し
て
い
く
よ
う
記
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
宣
伝
広
告
費
が
圧
縮
さ
れ
る

と
思
う
が
、
Ｊ
Ａ
のFacebook

は
６
０
０
人
程
度
し
か
登
録

が
な
い
。
こ
れ
を
具
体
化
さ
せ
る
に
は
、
広
報
誌
な
ど
を
通
じ

て
さ
ら
な
る
登
録
促
進
の
啓
蒙
を
図
る
べ
き
。
前
年
対
比
増

と
な
っ
た
根
拠
は
何
か
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
広
報
編
集
委
員
会
等
で
さ
ら
な
る
効
果
的
な
情
報
発
信

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
広
報
誌
裏
面
にFacebook

等
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
閲
覧
・
登

録
者
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

広
告
宣
伝
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
材
募
集
の
た
め
の
広
告

費
分
が
前
年
度
か
ら
の
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

千
厩
農
機
セ
ン
タ
ー
の
場
所
が
狭
い
の
で
は
な
い
か
。
移

転
等
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

農
機
セ
ン
タ
ー
の
総
合
的
な
拠
点
整
備
と
併
せ
て
検
討
い

た
し
ま
す
。

　
　

組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
え
れ
ば
、
９
地
区
に
営
農

経
済
お
よ
び
支
店
の
窓
口
が
必
要
だ
と
思
う
。
営
農
経
済
・
支
店

業
務
の
複
合
店
を
残
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
　

拠
点
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ

経
営
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
総
合
的
に
判
断
し
、
今
回
議
案
と

し
て
提
出
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　

野
菜
の
出
荷
率
も
上
が
れ
ば
施
設
の
利
用
率
も
上
が
り
、

新
規
就
農
者
が
増
え
れ
ば
、
貯
貸
率
に
も
つ
な
が
る
は
ず
。
農

家
が
高
い
技
術
を
持
ち
、
他
産
地
に
負
け
な
い
よ
う
に
営
農
指

導
を
も
っ
と
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

総
合
事
業
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

営
農
指
導
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
取
り
組
め
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
営
業
店
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
店
舗
再
編
と
あ

る
が
、
導
入
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
数
値
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
導
入
に
係
る
費
用
な
ど
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

現
在
の
店
舗
の
課
題
と
し
て
、
記
入
書
類
や
手
作
業
に
よ

る
事
務
手
続
き
が
多
い
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
伝
票

レ
ス
な
ど
作
業
の
効
率
化
と
事
務
手
続
き
の
迅
速
化
を
図
り
ま

す
。
導
入
は
令
和
６
年
４
月
よ
り
順
次
行
わ
れ
、
約
６
千
万
円

の
導
入
費
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

決議で挙手をする総代

活発な意見が交わさ
れました

議長を務めた佐藤洋一氏㊧と後藤凌作氏
剰余金処分の概要
１ɽ当期末処分৒紭金 2��
2��
���

２ɽ倩意積絶金取崩ֹ �
��4
���

計

�
��4
���

2��
���
�44

ᾇ 固定資産ѹॖ積絶金

2��
���
�44４ɽ次期܁ӽ৒紭金

資産の状況
令和３年度事業の成果

（単位：千円）
資産の部合計 ���
��2
��4

ෛ࠴の部合計

७資産の部合計

���
2��
���

�
2��
���

収支の状況 （単位：千円）

（単位：円）

事業総利益 2
���
���

事業管理費

事業利益

2
2��
���

���
4��

�4�
���当期ଛࣦ金

୯体自己資本比絵　１３ɽ̔ ̑̀
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第
３
号
議
案
の
農
業
振
興
・
地
域
活
性
化
を
支
え
る
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
（
拠
点
の
再
編
・
体
制
整
備
）に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
使
命
で
あ
る
地
域
農
業
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
、「
農
業
」「
く
ら
し
」「
組
織
・
経
営
」
を
最
重

点
施
策
と
す
る
第
３
次
中
期
経
営
計
画
の
着
実
な
実
践
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
・
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環

境
は
以
前
に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
現

状
の
体
制
で
事
業
を
継
続
す
る
と
今
後
Ｊ
Ａ
経
営
の
収
支

悪
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
総
合
事
業
体
と
し
て
事
業
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
・
地
域
活

性
化
を
支
え
る
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
、
拠
点
の

再
編
・
体
制
整
備
等
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ

い
わ
て
平
泉
と
し
て
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
継
続
し
得
る
組
織
を
目
指
し
て
再
編
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※再編実施時期は令和５年４月を目標にしており、営農経済センターの再編につ
　いては各種手続き等により前後する場合がございます。支店再編については、
　各種行政庁からの指示やＪＡバンクでの諸手続きにより前後する場合がござい
　ます。

ࡏ　ݱ

一関営農経ࡁセンター

美出奙所ݫ 	 経ࡁ 


平泉営農経ࡁセンター

Ֆ泉営農経ࡁセンター

ӬҪ出奙所 	 経ࡁ 


千厩営農経ࡁセンター

室根営農経ࡁセンター

઒࡚営農経ࡁセンター

౻沢営農経ࡁセンター

大東営農経ࡁセンター

東山営農経ࡁセンター

一関営農ࡁܦセンター

平泉営農ࡁܦセンター

花泉営農ࡁܦセンター

千厩営農ࡁܦセンター

藤沢営農ࡁܦセンター

大東営農ࡁܦセンター

ޙ 編 ࠶

ࡏ　ݱ

一関中ԝ支店

美出張所ݫ

平泉支店

花泉支店

ӬҪ出張所

千厩支店

ࣨࠜ支店

川崎出張所

藤沢支店

大東支店

東山支店

ޙ編࠶

一関中ԝ支店

平泉支店

花泉支店

千厩支店

藤沢支店

大東支店

東山支店

ܕೳ維ػ

װ　ج

コϛϡχςΟー

װ　ج

װ　ج

コϛϡχςΟー

װ　ج

コϛϡχςΟー

● 

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
等
の
再
編

　

現
行
の
９
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
と
２
出
張
所
（
経
済
）
を
６
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

に
再
編

● 

店
舗
再
編

　

現
行
の
８
支
店
３
出
張
所
を
７
支
店
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
店
舗
３
）
に
再
編

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
店
舗
と
は
主
に
貯
金
窓
口
、
為
替
、

共
済
窓
口
に
携
わ
る
店
舗
で
す

KOSHERU こしぇる  2022.6 6



特集１　第８回通常総代会

令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

令
和
４
年
度
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と
し
て
、
改
め
て
協
同
組
合
の
価
値

と
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
中
で
地
域

農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
解
決
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１
、
農
業

　

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す
る
持
続
し
続
け
る
い

わ
て
平
泉
農
業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組

合
員
の
農
業
所
得
確
保
・
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
、
く
ら
し

　

地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結
び
つ
き

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
、
経
営

　

組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、

財
務
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の

存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

組合員等被表彰者
（
敬
称
略
）

◉
特
別
功
労
者

  　

・
退
任
役
員

 

佐
藤　

和
美 

花
泉
町
永
井

 

橋
本　

和
幸 

室
根
町
津
谷
川

 

稲
辺　

政
美 

花
泉
町
金
沢

 

千
葉　

幹
雄 

藤
沢
町
西
口

 

小
野
寺
孝
雄 

大
東
町
猿
沢

 

佐
々
木　

正 

平
泉
町
長
島

 

蜂
谷　

幸
夫 

一
関
市
滝
沢

 

及
川　
　

寛 

大
東
町
猿
沢

 

千
田　
　

榮 

平
泉
町
長
島

  　

・
退
任
農
家
組
合
長

 

那
須　

和
男 

大
東
町
摺
沢

 

金
野　

忠
三 

室
根
町
矢
越

 

金
野　
　

義 

一
関
市
宮
下
町

 

畑
山　

芳
三 

千
厩
町
千
厩

 

熊
谷　

広
満 

室
根
町
津
谷
川

 

千
葉　

一
夫 

一
関
市
厳
美
町

◉
優
良
協
力
組
織

　
　
　

農
事
組
合
法
人　

ふ
る
砂
徳
フ
ァ
ー
ム　
　

藤
沢
町
砂
子
田

◉
優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

 

佐
々
木
森
夫 

花
泉
町
涌
津

 

佐
藤　

清
喜 

一
関
市
真
柴

 

千
葉　

勝
仁 

藤
沢
町
西
口
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1

特集
２

Ｊ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

・
平
成
26
年
３
月 

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
合
併
創
刊

 

号
発
行

・
平
成
26
年
３
月 

各
部
会
設
立
総
会
開
催

・
平
成
26
年
４
月 

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 

「
こ
の
み
ん
」
誕
生

・
平
成
26
年
４
月 

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
デ
イ
サ
ー

 

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
ち
っ
こ

 

オ
ー
プ
ン

・
平
成
26
年
５
月 

黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策

 

事
業
実
施

・
平
成
26
年
７
月 

第
１
回
一
関
地
方
畜
産
共
進
会

 

開
催

・
平
成
27
年
１
月 

女
性
部
大
会
・
家
の
光
大
会

 

開
催

・
平
成
27
年
５
月 

第
１
回
通
常
総
代
会
開
催

・
平
成
27
年
12
月 

い
ち
の
せ
き
の
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー

 

レ
販
売
開
始

・
平
成
28
年
５
月 

担
い
手
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

ス
タ
ー
ト

・
平
成
29
年
２
月 

「
金
色
の
風
」
栽
培
研
究
会
設
立

・
平
成
30
年
５
月 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
い
ち
の
せ
き
グ

 

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

・
平
成
30
年
５
月 

川
崎
に
営
農
振
興
セ
ン
タ
ー

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
新
発
式

・
平
成
30
年
11
月 

㈱
Ａ
コ
ー
プ
東
日
本
の
Ｊ
Ａ

 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
い
わ
て
平
泉
が

 

オ
ー
プ
ン

・
平
成
31
年
１
月 

収
入
保
険
制
度
開
始

・
平
成
31
年
３
月 

夏
川
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

 

タ
ー
完
成

おかげさま
で

１００号

　ＪＡは、平成２６年３月に合併して８年が経過し、組合員、利用者の皆さまのご協力に

より広報誌を毎月発行し、今月号で１００号の発行を迎えることができました。	

　今回は、創刊からこれまで歩んできた出来事を抜粋して表紙と共に振り返ります。

おかげさまで

「　　　　　　   こしぇる」発行１００号！！
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特集２　おかげさまで「ＫＯＳＨＥＲＵ  こしぇる」発行１００号！！

・
令
和
元
年
６
月 

合
併
５
周
年
記
念
ア
ン
パ
ン
マ

 

ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
催

・
令
和
元
年
６
月 

再
編
支
店
オ
ー
プ
ン

・
令
和
元
年
９
月 

岩
手
県
知
事
と
「
金
色
の
風
」

 
稲
刈
り

・
令
和
元
年
10
月　

Ｊ
Ａ
相
談
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
令
和
２
年
３
月 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
害

 

対
策
本
部
設
置

・
令
和
２
年
５
月 

岩
手
県
知
事
と
「
金
色
の
風
」

 

田
植
え

・
令
和
２
年
７
月 

大
雨
農
作
物
被
害
対
策
本
部

 

設
置

・
令
和
２
年
10
月 

い
わ
て
平
泉
米
良
食
味
コ
ン

 

ク
ー
ル
初
開
催

・
令
和
２
年
12
月 

大
雪
被
害
対
策
本
部
設
置

・
令
和
３
年
５
月 

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
湛
水
直
播

 

実
演
会

・
令
和
３
年
９
月 

ガ
ス
セ
ン
タ
ー
新
発
式

・
令
和
３
年
10
月 

凍
霜
害
リ
ン
ゴ
の
消
費
拡
大

 

で
生
産
者
応
援

・
令
和
３
年
12
月 

一
関
学
院
高
校
・
一
関
工
業

 

高
校
・
一
関
修
紅
高
校
農
産

 

物
贈
呈
式

・
令
和
４
年
３
月 

Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プpre

 
sents

「
い
わ
て
出
身
ア
ス

 

リ
ー
ト
を
い
わ
て
純
情
米
で

 

応
援
し
よ
う
！
」

　

地
域
の
情
報
誌
と
し
て
組
合
員
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
こ
し
ぇ
る
」
発
行

  

１
０
０
号
に
寄
せ
て

代
表
理
事
組
合
長　
　

佐
藤  

鉱
一

　

平
素
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
は
、

格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、当
Ｊ
Ａ
広
報
誌
「
こ
し
ぇ
る
」

は
、
今
月
号
で
節
目
と
な
る
１
０
０

号
の
発
行
を
迎
え
ま
し
た
。

　

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
現
在
、

地
域
農
業
振
興
に
よ
る
農
業
者
の
所

得
増
加
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
自

己
改
革
に
実
践
中
で
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
の
充
実
や
、
よ
り
必
要
な
情

報
の
発
信
力
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
広
報

誌
等
の
果
た
す
役
割
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
を
含
め
て
重
要
度
を
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
紙
面
の
充
実
を

図
り
、
地
域
と
共
に
歩
む
Ｊ
Ａ
広
報

誌
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「こしぇるびと」の取材を受けたときは、農業研
修生を終え就農１年目でした。現在はハウスでピー
マン１１㌃、ミニトマト７㌃を両親と共に栽培してい
ます。日常的に両親から指導してもらいながら大き
な不安もなく、良品質出荷できるよう努めています。
就農当時から圃場の土壌改良を進めながら、反収
向上を目標に栽培管理を行っています。今後もさら
に収量を上げていけるよう知識を身に付けながら
努力していきたいと思っています。

こしぇるNo.５０に登場藤沢町藤沢　及川 華代さん（35）

　理数系の勉強が得意で、とくに数学を頑張っている煌未さん。
部活動では女子ソフトテニス部で頑張っています。将来は、
介護福祉士を目指したいと思っています。

一関東中学校  ３年　菅
すがわら

原 煌
こ う み

未さん（14）  ㊨なかよしkids

KOSHERU
No.2 に登場

　小学１年の頃から体を動かすのが好きな快星さん。卓球部に
所属し、中総体に向けて練習を頑張っています。勉強では数学
に力を入れていて受験勉強も頑張っています。
将来は、会社員として仕事をしたいと思っています。

一関東中学校  ３年　岩
いわぶち

渕 快
かいせい

星さん（14）  ㊧一番星kids
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　ＪＡは、葬祭事業の専門性を高め、弾力的な運営管理と人事労務管理の見直し等の課題に対応し、事業
体制の構築が必要と考え、ＪＡの葬祭事業を子会社に移行することを第７回通常総代会において決定しまし
た。ＪＡでは葬祭事業子会社化への準備を進め、５月１日から「株式会社ＪＡいわて平泉葬祭センター」とし
てスタートしました。今回は「株式会社ＪＡいわて平泉葬祭センター」の概要などを紹介します。

特集
３（株）（株）ＪＡいわて平泉葬祭センターとしてスタート！ＪＡいわて平泉葬祭センターとしてスタート！

　

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
支
え
る
た
め
、
総
合
的
に
事

業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
葬
祭
事
業
に
お
い
て
は
、
利
用
者
満
足

度
の
高
ま
り
や
同
業
他
社
と
の
競
争
が
激
化
し
、
専
門
的
な
施
行
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
・

利
用
者
ニ
ー
ズ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影
響
し
、
小

規
模
葬
や
家
族
葬
の
形
態
が
主
流
と
な
り
即
効
性
の
あ
る
対
応
と

時
代
に
即
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
ま
た
、

利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
さ
ら
な
る
経
済
事
業
改
革
に
つ
な
げ
る
た

め
、
株
式
会
社
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

（
株
）Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
事
業
方
針

●
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
の
経
営
理
念
に
即
し
た
取
り
組
み　

　

・
組
合
員
、
地
域
利
用
者
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て 

 

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

・
新
様
式
と
環
境
の
変
化
に
即
応
で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

●
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ
る
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
運
営
と
職
員
の
意
識
改
革
に
よ 

 

る
接
客
・
接
遇
の
向
上
。

　

・
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
積
極
的
な
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
資
格 

 

の
取
得
。

●
営
業
形
態
に
対
応
し
た
労
務
管
理
の
構
築

　

・
営
業
形
態
に
準
じ
た
新
た
な
労
務
管
理
を
構
築
。

　

・
成
果
主
義
に
よ
る
経
営
強
化
と
事
業
実
績
に
対
応
し
た
、
各
種 

 
手
当
を
含
め
た
処
遇
改
善
の
実
施
。

　

24
時
間
体
制
に
よ
る
葬
儀
の
事
前
相
談
か
ら
施
行
ま
で
の
総
合
的

な
葬
祭
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
、
葬
儀
か
ら
法
事
ま
で
利
用
者
が
安
心

で
き
る
葬
儀
施
行
と
葬
儀
形
態
の
新
様
式
に
対
応
し
た
事
前
相
談

な
ど
を
展
開
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
や
す
ら
ぎ
の
会
」
会
員
特
典
な
ど
で
安
心
価
格
で
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
や
終
活
セ
ミ
ナ
ー
、
葬
儀
相
談
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

やすらぎホール　せんまや
千厩町千厩字前田79-2
☎５２−５５９４

やすらぎホール　いちのせき
一関市萩荘字砂子田10　

☎３２−１１４０

やすらぎホール　だいとう
大東町摺沢羽山前14-1
☎７５−２２３３

株式会社   ＪＡいわて平泉葬祭センター　本社　千厩町千厩字下駒場２７９−２　☎５２－５
ご く

９４
よう

３
さん
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（
株
）
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
葬
祭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

社
長　
　

佐
藤  

一
則

　
　
　
　
　
　
　
　

常
務　
　

佐
藤  

公
一

ご
あ
い
さ
つ

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

髙
橋  

友
幸

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

小
野
寺  

修
二

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

鈴
木  

昭
博

　入会金３，０００円（年会費なし）で「やすらぎの会」会員
になれます。入会された方には、もれなく粗品をプレゼント
いたします。この機会にご入会ください。

粗品プレゼント期限

　令和４年７月３１日（日）まで
受付はＪＡいわて平泉葬祭センター本社または、
やすらぎホールいちのせきでいたします。

「やすらぎの会」定期積金も取り扱っています。

お申し込みは、ＪＡ各支店・出張所までお願いします。

「やすらぎの会」会員を募集しています。

事前相談を承り中！
個別で相談しやすいように葬祭センター本社の
相談コーナーをリニューアルいたしました。

　

ご
遺
族
に
寄
り

添
い
、
安
心
し
て
故

人
様
を
お
見
送
り

で
き
る
よ
う
、
誠
心

誠
意
で
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
葬
儀
を
通
じ
て
貴

重
な
お
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
、
今
後
と
も
地
域
貢
献
を
念
頭
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
と
の
お

別
れ
は
と
て
も
悲
し

い
も
の
で
す
。
一
度

き
り
の
葬
儀
で
す

の
で
、
故
人
や
ご
遺
族
の
想
い
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ご
遺
族
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
が
大
切
な
方
と
の

お
別
れ
の
時
間
を
心
静
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
親
身
に
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
形

態
と
な
っ
た
昨
今
の

葬
儀
事
情
に
対
応

し
つ
つ
、
親
切
・
丁

寧
を
心
掛
け
、
皆
さ
ま
に
安
心
を
、
故
人

様
に
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
真
心
込
め
て
最
期
の
旅
立
ち
の
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
付
け

で
「
株
式
会
社
Ｊ

Ａ
い
わ
て
平
泉
葬

祭
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
葬
祭
セ
ン
タ
ー
事
業
を
よ
り

き
め
細
や
か
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

株
式
会
社
設
立
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
社
員

一
同
、
故
人
様
な
ら
び
に
大
切
な
方
を
喪
わ

れ
た
ご
家
族
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
何
か
と
お
力
に
な
れ
る
よ
う
真

心
を
込
め
て
、
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
使
命
と
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

故
人
に
と
っ
て

は
一
度
き
り
の
お

葬
儀
、
そ
の
た
め

に
は
ご
遺
族
の
想

い
を
確
実
に
捉
え

な
が
ら
、
葬
儀
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
風
習

を
守
り
つ
つ
、
皆
さ
ま
が
次
の
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
お
葬
式
を
執
り
行
え
る
よ
う
、
社
員

一
同
、
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特集３　（株）ＪＡいわて平泉葬祭センターとしてスタート！

瀧澤　 敏 髙橋 友幸 小野寺 修二 鈴木 昭博 関　 美幸 髙橋 敦子
千葉 龍一 大内 直人 金野 浩治 千葉 卓弥 熊谷 美枝子 江崎 利江子
佐藤 義直 佐々木 徹彦  　　　他パート６人

スタッフ

スタッフ一同、心を込めてサービスしてまいります。どうぞ、よろしくお願いいたします。

課長 課長代理 主任 主任 主任
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栽
培
管
理
徹
底
で
反
収
向
上

定植機での実演を見学する生産者
　

ネ
ギ
栽
培
管
理
指
導
会

を
菅
原
英
記
さ
ん
（
千
厩
）

の
圃
場
で
開
き
、
畑
づ
く

り
や
定
植
後
の
病
害
虫
防

除
な
ど
の
管
理
を
確
認
し
、

簡
易
定
植
機
ひ
っ
ぱ
り
く

ん
に
よ
る
定
植
実
演
を
行

い
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

は
葉
タ
バ
コ
廃
作
者
な
ど

新
規
生
産
者
５
人
が
加
わ

り
72
人
が
栽
培
に
取
り
組

み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ね
ぎ
部
会

4/28

接
ぎ
木
苗
作
り
の
コ
ツ
学
ぶ

接ぎ木を実践する生産者
　

キ
ュ
ウ
リ
接
ぎ
木
指
導

会
を
千
葉
郁
也
さ
ん
（
室

根
）
の
育
苗
ハ
ウ
ス
で
開

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生

産
者
は
、
茎
が
太
い
苗
を

作
る
こ
と
や
、
し
お
れ
な

い
よ
う
気
を
付
け
て
作
業

す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
、
断
根
片
葉
切
断

接
ぎ
の
方
法
で
接
ぎ
木
を

実
践
し
、
接
ぎ
木
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会

労
働
力
61
組
が
マ
ッ
チ
ン
グ

面談で作業内容や雇用条件等を確認する参加者
　

園
芸
農
家
の
労
働
力
確

保
の
た
め
、
農
作
業
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
説

明
会
を
２
会
場
で
開
き
ま

し
た
。
園
芸
農
家
と
求
職

者
の
面
談
形
式
で
行
わ

れ
、
求
職
者
は
園
芸
農
家

の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が

ら
、
作
業
内
容
や
労
働
条

件
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
条
件
の
合
っ
た
61
組

が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。

4/27

4/22

出荷時の注意点を聞く生産者
　

目
ぞ
ろ
え
会
と
中
間
実

績
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。

管
内
の
令
和
４
年
産
イ
チ

ゴ
３
月
末
時
点
の
販
売
実

績
は
、
出
荷
数
量
が
前
年

対
比
１
１
８
％
、
販
売
金

額
が
同
１
１
２
％
。
気
温

が
高
く
な
る
と
過
熟
に
な

り
や
す
く
収
穫
遅
れ
に
注

意
し
、
最
後
ま
で
高
品
質

イ
チ
ゴ
を
出
荷
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
適
期
収
穫
を
徹
底

Ｊ
Ａ
い
ち
ご
生
産
部
会

4/25

一関市に要請書を手渡す佐藤鉱一組合長と那須元一常務

4/25

資
材
高
騰

支
援
な
ど
を
要
請

 

　

Ｊ
Ａ
は
、
食
料
の
安
定
生
産

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
か
か
る

緊
急
支
援
要
請
を
一
関
市
と
平

泉
町
に
行
い
ま
し
た
。
資
材
高

騰
に
対
す
る
生
産
者
の
不
安
払

拭
や
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
支
援
策
、
食
料
安
全
保

障
の
強
化
、
備
蓄
米
な
ど
を
活

用
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
食
料

支
援
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。
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4/28

金
色
の
風

育
苗
ハ
ウ
ス
巡
回

苗の生育状況を確認する関係者

　

令
和
４
年
度
に
県
ブ
ラ
ン
ド

米
「
金
色
の
風
」
を
栽
培
す
る

生
産
者
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を
巡
回

し
ま
し
た
。
一
関
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
２

班
体
制
で
Ｊ
Ａ
管
内
で
栽
培
す

る
40
人
の
う
ち
29
人
の
生
産
者

を
巡
回
し
、
苗
の
生
育
状
況
を

見
な
が
ら
田
植
え
時
期
や
温
度

管
理
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

農
作
業
通
じ
地
域
農
業
学
ぶ

遠藤清春さん（一関）の水田で研修する新人職員
　

令
和
４
年
度
新
採
用
職

員
の
農
業
研
修
が
、
営
農

組
合
や
農
家
、
水
稲
育
苗

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
田
植

え
な
ど
の
農
作
業
や
水
稲

苗
の
配
達
準
備
な
ど
育
苗

セ
ン
タ
ー
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。
地
域
農
業
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
、
組
合
員

の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
で

き
る
職
員
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

地
域
の
意
識
高
め
る
共
励
会

苗の根張りを確認する生産者とＪＡ職員
　

良
質
米
生
産
と
地
域
の

連
帯
の
た
め
育
苗
共
励
会

を
開
き
ま
し
た
。
組
合
員

と
Ｊ
Ａ
職
員
が
地
域
内
の

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
巡
回

し
、
草
丈
、
葉
齢
、
そ
ろ

い
具
合
な
ど
を
審
査
し
ま

し
た
。
千
葉
繁
年
組
合
長

は
「
ハ
ウ
ス
を
見
て
回
る

こ
と
で
地
域
全
体
の
米
作

り
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

涌
津
第
三
農
家
組
合
（
花
泉
）

5/95/9

4/28

促
成
キ
ュ
ウ
リ
出
荷
始
ま
る

出荷時の注意点を聞く生産者
　

促
成
キ
ュ
ウ
リ
出
荷
規

格
指
導
会
を
永
井
野
菜
集

出
荷
場
で
開
き
、
販
売
状

況
や
出
荷
規
格
を
指
導
し

た
他
、
３
圃
場
を
巡
回
し

生
育
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
管
内
の
キ
ュ
ウ
リ
出

荷
は
、
４
月
中
旬
か
ら
11

月
末
ま
で
続
き
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
、
出
荷
数
量

１
０
１
２
㌧
、
２
億
７
千
万

円
を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会

金
色
の
風
栽
培
研
究
会

苦戦しながら誘引方法を習得する新規生産者
　

新
規
生
産
者
誘
引
指

導
会
を
（
農
）
ふ
る
砂
徳

フ
ァ
ー
ム
（
藤
沢
）
の
圃

場
で
開
き
ま
し
た
。
定
植

実
演
会
で
定
植
し
た
ピ
ー

マ
ン
の
誘
引
の
仕
方
を
２

人
１
組
で
実
践
し
学
び
ま

し
た
。
ピ
ー
マ
ン
の
成
長

に
合
わ
せ
て
誘
引
し
た
ひ

も
を
上
下
に
調
整
で
き
る

よ
う
、
張
り
や
た
る
み
な

ど
も
確
認
し
ま
し
た
。

5/9

実
践
通
し
て
誘
引
作
業
習
得

Ｊ
Ａ
ピ
ー
マ
ン
部
会
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5/13

水
稲
育
苗
施
設
の
役
割
学
ぶ

水稲育苗に理解を深める生徒
　

生
産
技
術
科
生
産
科

学
コ
ー
ス
２
年
生
14
人

は
、
Ｊ
Ａ
室
根
水
稲
育
苗

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
室
根
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
の
加
藤
哲
也
セ

ン
タ
ー
長
が
管
内
の
水
稲

の
作
付
状
況
や
育
苗
施
設

の
役
割
、
概
要
を
説
明
し
、

生
徒
た
ち
は
施
設
な
ど
を

見
な
が
ら
水
稲
の
育
苗
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

野菜づくりについて理解を深めた講習会
　

野
菜
づ
く
り
講
習
会
を

開
き
、
Ｊ
Ａ
千
厩
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
渡
邉
満
明
セ

ン
タ
ー
長
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
野

菜
作
り
は
先
人
の
知
恵
で
」。

部
員
ら
は
化
学
肥
料
を
い

か
に
使
わ
ず
に
野
菜
を
作

る
か
を
、
堆
肥
や
あ
く
の

成
分
や
こ
と
わ
ざ
を
用
い

た
分
か
り
や
す
い
説
明
で

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

5/10

先
人
の
知
恵
で
野
菜
づ
く
り

Ｊ
Ａ
女
性
部
大
東
中
央
支
部
興
田
支
部

出
荷
規
格
厳
守
し
良
質
出
荷

目ぞろえする生産者
　

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
目

ぞ
ろ
え
会
を
Ｊ
Ａ
南
部
園

芸
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
出

荷
体
制
や
出
荷
規
格
を
確

認
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
園
芸

課
の
菅
原
夏
音
職
員
は「
緑

化
の
低
下
前
に
収
穫
し
、

さ
や
の
扱
い
は
丁
寧
に
傷

が
付
か
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
収
穫
や
選
別

の
注
意
事
項
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
野
菜
部
会
豆
専
門
部

情
報
交
換
で
技
術
を
研
さ
ん

栽培管理について情報交換する参加者
　

定
例
会
を
開
き
、
管
内

の
圃
場
３
カ
所
を
巡
回
し
、

生
育
状
況
や
栽
培
技
術
な

ど
班
員
同
士
で
相
互
研
修

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
江
刺
の

若
手
生
産
者
も
参
加
し
、

参
加
者
は
生
育
状
況
や
病

害
虫
の
発
生
状
況
を
確
認

し
た
り
、
温
度
管
理
や
使

用
す
る
資
材
に
つ
い
て
積

極
的
に
情
報
交
換
し
、
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

5/20

Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
部
会
担
い
手
班

5/10

青空の下、広い牧場でのびのび過ごす牛

5/6

公
共
牧
場
の

放
牧
ス
タ
ー
ト

 

　

Ｊ
Ａ
が
指
定
管
理
を
受
け
て

い
る
公
共
牧
場
の
令
和
４
年
度

開
牧
式
と
安
全
祈
願
祭
を
須
川

牧
場
と
室
根
高
原
牧
野
で
開
き

ま
し
た
。
佐
藤
鉱
一
組
合
長
は

「
公
共
牧
場
の
利
用
で
、
生
産
者

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
管

理
を
し
て
い
き
た
い
」
と
管
内

の
畜
産
振
興
と
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

県
立
千
厩
高
校
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笑顔あふれる

農業体験
各地で田植えなどの農業体

験が行われ、ＪＡ青年部や水

田所有者が苗の植え方など

を指導しました。

　ＪＡ一関青年部真滝支部の指導で、
５年生１９人が４月に種をまいたひと
めぼれの苗を手で植えました。

5/10 滝沢小学校（一関）

龍澤寺こども園（一関）

川崎小学校

室根小学校

黄海小学校（藤沢）

平泉小学校
　ＪＡ平泉青年部の指導で、５年生
３８人が田植え体験をしました。６月に
は生き物や雑草調査を行う予定です。

5/12

　５年生２３人は、（農）門崎ファーム
の所有する絶滅危惧種のメダカが生
息する田んぼで田植えを行いました。

5/11

金沢小学校（花泉）
　水田所有者の佐々木弘さん（花泉）
とＪＡ花泉青年部金沢支部の指導で、
手植えと機械植えを体験しました。

5/13赤荻小学校（一関）
　５年生５１人は、水田所有者阿部邦
弘さん（一関）の水田にコシヒカリの
苗を丁寧に手植えしました。

5/17

　５歳児３５人は、ＪＡ一関青年部中
里支部員と一緒に、どろんこになりな
がら、こがねもちを手植えしました。

5/20弥栄幼稚園（一関）

　３、４、５歳児８人は、ＪＡ一関
青年部弥栄支部の指導で、園内の畑
にサツマイモの苗を植えました。

5/24

　２年生２４人は、千葉寿男さん（室
根）のハウスで、ピーマンの定植を体
験しました。

4/25

　５年生１５人は、黄海老人クラブや
耕作支援隊の指導で、手植えと機械
植えの田植えを体験しました。

5/9 厳美小学校（一関）
　５年生１７人は、ＪＡ佐藤克徳営農
部長所有の水田で手植えと田植え機
の乗車体験を行いました。

5/11

黄海こども園（藤沢）

　３、４、５歳児２６人は、ＪＡ藤沢
青年部の指導で、サツマイモの苗植
えとトウモロコシの種まきをしました。

5/24
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農
業
機
械
の
操
作
が
楽
し
く
て

　

初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き
わ
た
る

遊
水
地
内
で
、
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ

ー
を
操
作
す
る
鈴
木
千
尋
さ
ん
。
重
要

な
防
除
時
期
を
迎
え
た
小
麦
畑
で
、
丁

寧
に
農
薬
を
散
布
す
る
。

　

農
家
に
生
ま
れ
た
が
、
農
作
業
に
は

触
れ
ず
に
育
っ
た
。
高
校
卒
業
後
は
一

関
市
内
の
企
業
に
勤
務
。
本
格
的
な
農

業
経
験
は
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
行
く

よ
う
に
な
っ
た
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ

平
泉
の
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
。
内
容
は
草

刈
り
や
ネ
ギ
の
出
荷
調
整
だ
っ
た
が
、

農
業
機
械
の
操
作
が
楽
し
く
、
作
業
に

夢
中
に
な
っ
た
。
約
３
年
間
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
経
て
２
０
１
９
年
に
同
法
人
に

就
職
。
主
に
防
除
機
械
の
操
作
を
担
当

し
て
い
る
。

病
害
虫
防
除
は
大
事
な
作
業

　

農
業
は
種
を
ま
き
収
穫
し
、
出
荷
す

る
ま
で
の
間
に
多
く
の
管
理
作
業
が
あ

る
。
一
つ
一
つ
覚
え
る
こ
と
は
多
か
っ

た
が
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
農
作
物
の

成
長
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
る
。
管
理
作
業
の
中
で
も

「
病
害
虫
防
除
は
大
事
な
作
業
」
と
千

尋
さ
ん
。「
病
害
虫
の
発
生
は
大
き
な

損
害
に
つ
な
が
る
。
天
候
に
左
右
さ
れ

る
が
、
病
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
防

除
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。
農
薬
散

布
を
行
う
た
め
に
必
要
な
産
業
用
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
の
技
能
認
定
を
取
得
。
水
稲
の
カ

メ
ム
シ
防
除
を
は
じ
め
、
小
麦
や
大
豆

な
ど
の
防
除
を
担
当
し
、
遊
水
地
内
や

中
山
間
地
帯
の
農
地
で
作
業
す
る
。
農

薬
散
布
に
は
技
術
が
必
要
。
ア
グ
リ
平

泉
の
先
輩
で
先
に
認
定
取
得
し
た
佐
々

木
正
樹
さ
ん
の
操
作
を
見
学
し
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
技
術
向
上
に

努
め
て
い
る
。

若
い
農
業
仲
間
を
増
や
し
た
い

　

ア
グ
リ
平
泉
で
は
今
年
、「
ラ
イ
ス
・

ア
ー
ト
㏌
ひ
ら
い
ず
み
」
を
３
年
ぶ
り

に
開
催
し
た
。
消
費
者
と
の
交
流
を
図

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
初
め
て
参
加
し
た
時

は
設
計
図
を
見
な
が
ら
測
量
し
、
印
を

付
け
る
作
業
に
当
た
っ
た
。
今
年
は
参

加
者
と
一
緒
に
田
植
え
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
平
泉
青
年
部
に
も
加
入
し
、
平

泉
小
学
校
の
学
習
田
の
田
植
え
や
草
刈

り
作
業
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
と
の

交
流
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
力
強
く
話
す
千
尋
さ
ん
。「
楽

し
い
職
場
に
し
た
い
。
も
っ
と
若
い
農
業

者
が
増
え
る
よ
う
、
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
た
い
」。
農
業
が
も
っ
と
魅
力
的

に
な
り
、
多
く
の
仲
間
で
活
気
づ
く
日
を

夢
見
て
―
。
農
業
の
明
る
い
未
来
に
思
い

を
は
せ
、
今
日
も
仕
事
に
汗
を
流
す
。

高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動をしている人たちがいる。
“ 黄金の郷 ” いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと” の
メッセージをシリーズで紹介していく。

一緒
に
働
く
仲
間
を
増
や
し
た
い平

泉
町
平
泉
　鈴
木 

千
尋
さ
ん

vol.92
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PROFILE

１９８６年平泉町生まれ。一関市内の高校を
卒業後、工場勤務や造園業を経て２０１９年
農事組合法人アグリ平泉の従業員になる。
産業用無人ヘリコプター、産業用マルチロー
ター技能認定を取得。祖母、両親、兄の
５人暮らし。

鈴木 千尋さん（35）
Chihiro Suzuki

平泉町平泉
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15 
23 
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13 
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12 

5 
13 

2 
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804
838
656
904
898

1
095
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778
755

1
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431
614
441
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281
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374
749
281

24 
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27 

4 
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6 
158 
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1
320
1
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1
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1
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1
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523
497
663
494
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532
386
386

39 
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33 
13 
31 

8 
254 

637
746 
689
333 
673
900 
655
160 
666
008 
656
233 
716
015 
680
084 
698
913 
670
407 

97.1�
101.3�
102.5�

92.8�
100.8�

89.4�
92.7�
98.5�
92.7�
96.2�

611
160 
632
691 
634
425 
604
069 
590
456 
601
700 
584
100 
623
615 
751
850 
616
413 

654
363 
719
630 
696
457 
679
759 
836
000 
687
395 
798
463 
720
867 
681
267 
703
213 

෦　ࢧ ಄਺ ஋ߴ ҆஋ ฏۉՁ֨ ಄਺ ஋ߴ ҆஋ ฏۉՁ֨ ಄਺ ฏۉՁ֨
ࣁ੎ڈܭ߹

લճൺʢˋʣ

ۉɾฏܭ߹

˞୯位ɿԁ（たͩしߴ஋ɾ҆஋はઍԁ）੫ࠐΈです。

最高ൢചֹの
݂౷構੒

ࣁ 父：
母の父：
祖母の父：

幸紀雄
安福久
勝忠平
（大東）

੎ڈ 父：
母の父：
祖母の父：

勝早桜５
隆之国
安福久
（花泉）

県南子牛市場　　令和４年５月１２日

営農TOPI CS

５月市場

営
農

クセ トレ

ʲ会場  r千ӛ෼ிࣷ
（一関ࢢ千厩町千厩ࣈ๺方 85-2）

�����ʢਫʣ

※時間はいずれも１３時３０分からです。 
※相談を希望される場合は、開催日の１０日前までにおਃし込みください。
※その他の日に相談を希望される場合は、お໰い合わせください。

農産物を加工して販売してみたいけど、Կからはじめたら良いかわからない
農産加工品を開発したけれど、どう売ったら良いかわからない

そんなお倿み、相談してみませんかʁ

一関஍方̒࣍産業Խ

個 別 相 談 会個 別 相 談 会

 お問い合わせ・お申し込み

 一関農業վ綖ීٴηンター　 ὸ�2����1  	 ୲౰ : 佐藤 


 一関農林ৼڵηンター　 　　ὸ2��1�1�  	 ୲౰ : 川ݪ 


 ＪＡӦ農ৼڵ課　　　　 　　ὸ����001  	 ୲౰ : 千葉 


ʲ会場  r一関஍۠߹ಉிࣷ
（一関ࢢ஛山町 7-5）

�������ʢਫʣɺ����ʢਫʣ
ྩ࿨̐೥ ྩ࿨̐೥ ྩ࿨̑೥
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和牛枝肉販売成績　　令和４年５月

֨෇
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

ࣁ
୯ՁʢԁʣࢬॏʢLHʣ ൢച ʢֹԁʣ ୯ՁʢԁʣࢬॏʢLHʣ ൢച ʢֹԁʣ

্෺཰
ʢ֨෇̐౳ڃҎ্ʣ

੎ڈ

467 

413 

456 

2
336 

2
374 

1
916 

1
097
868 

980
462 

873
573 

517 

504 

494 

2
394 

2
181 

1
986 

1
241
748 

1
097
522 

979
484 

87.8�

ൢച಄਺ ��಄ ஋ۉॏ、୯Ձ、ൢചֹはฏࢬ˞

ग़ՙ݄ؒൢߴ࠷ചڇ
݂౷঺հ

ͷ෦ࣁ
菊勝久×美津照重×百合茂
Ａ５　496㎏　2,500円

Ａ５　655㎏　2,385円

੎ͷ෦ڈ
美国桜×華春福×安福久

生産資材ひろば

６～８月は農薬危害防止運動の実施期間です！
令和４年度の運動テーマは

『農薬は　周りに配慮し　正しく使用』です。
周辺環境への農薬の飛散防止を徹底することを重点的
に指導します。

 ● 目的 
　農薬取締法 、毒物および劇物取締法等の関係法令に

基づき、農薬の安全かつ適正な使用や保管管理、農薬

の適正販売等について周知徹底し、農薬による事故等を

防止することを目的としています。

 ● 使い方確認 
　・使用量や希釈倍数などを守って正しく使用 

　・防護装備を正しく着用

　・マスク、防護メガネ、防除衣の３点着用 

　・周辺環境への配慮を ・飛散防止対策を万全に

　・散布作業前日は、飲酒を控え十分な睡眠を 

　・農薬の保管は適切に行い、農薬保管庫は必ず施錠

◎詳しくは『農林水産省ホームページ』

 https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/

中干しを行い、活力のある
稲を作りましょう

農薬の適正使用ࡧݕ

防護装備は
しっかりと

散布の際は、
風向きに
注意を！

ＪＡのＬＩＮＥ公式アカウ
ントにおいて営農情報
を発信します。
お友だち追加をお願い
します。

1 株当たりの茎数が２５本程度になったら、降雨

が比較的少ない 6 月２５日までに開始し、幼穂形

成期（７月１０日頃）までに終わらせてください。

田面に小さな亀裂が生じ、軽く踏んで足跡が付く

程度が中干しの目安です。

中干しの後は間断灌がいで管理し、幼穂形成期に

は水深 4 ～ 6㎝になるようにしましょう。一度に

深水にすると酸素欠乏になり、根に障害が出る事

があります。

中干しと併せて溝切りを実施することで、中干し

の効果を高め、秋作業の地耐力を高める効果が期

待されます。

19 2022.6  KOSHERU こしぇる



くらしのヒント！くらしのヒント！

“つくる” をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

職員を紹介します 今月の

　ご加入いただいた共済の引き受けやご契約いただいている
共済金のお支払いなどを迅速かつスムーズに処理できるよう
努めております。今後ともよろしくお願いいたします。

こんにちは  共済事務課  です。

千葉 好恵
課長 

長坂 邦比古
課長代理 

山内 静江
 

佐藤 朝美

　
後藤 江里奈

　
金野 洋子

　
沼倉 和枝 加藤 佑弥

理事
小山		浩
（室根）

農
業
振
興
・
地
域
農
業

を
支
え
る
た
め

　

私
は
、
創
る
と
い
う
と
人
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
る
、
十
年
の
計
は
植
樹
に
あ

り
、
百
年
の
計
は
人
に
あ
り
」
と
い
う
そ
う
で
す
。

ま
た
、
あ
の
経
営
の
神
様
と
い
わ
れ
た
松
下
幸
之
助

氏
は
「
当
社
は
電
化
製
品
と
共
に
人
も
つ
く
っ
て
お

り
ま
す
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
当
組
合
も
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
一
番
は
「
農
業
振
興
・
地
域

活
性
化
を
支
え
る
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
に
つ
い
て

（
拠
点
の
あ
り
方
・
体
制
整
備
）」
の
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
・
支
店
の
統
廃
合
に
つ
い
て
で
、
皆
さ
ま
に
は

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
も
の
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
役
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
皆
さ
ま
と
力

を
合
わ
せ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
人
が
成
し
得
る
業
だ
と

考
え
ま
す
。

　

先
に
行
わ
れ
ま
し
た
総
代
会
・
地
区
座
談
会
で
皆
々

さ
ま
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
指
導
を
糧
に

今
後
の
Ｊ
Ａ
経
営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

田
植
え
も
終
わ
り
、
数
カ
月
先
に
は
黄
金
色
の
地

平
線
を
見
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
戦
争
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
で
不
安
な
毎
日
で
す
が
、
下
ば
か
り

見
ず
に
上
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

千厩支店　小野寺 美代

老後への備えにiDeCo（イデコ）

がお得と聞きました。どういった

ものですか？

　 　 iDeCo とは、「個人型確定拠出年金」の愛称です。
　自分が拠出した掛金を、自分で運用し、資産を形成する年金制度
です。掛金を６０歳になるまで拠出し、６０歳以降に老齢給付金を
受け取ることができます。
　掛け金の全額が所得控除になるため、所得税・
住民税の負担が減ります。運用益も非課税なので、
老後への備えには大変おすすめです。
　詳しくは、最寄りのＪＡ各支店・
出張所または信用渉外担当者へ
お問い合わせください。
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東
山
支
店

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

加か

藤と
う 

あ
か
ね

　

長
坂
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ご
加
入
者
様
の

ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL	0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL	0191-52-5668

西洋野菜を見学する女性部員

西洋野菜に理解深める
ＪＡ女性部川崎中央支部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
川
崎
中
央
支
部
は
４
月
27
日
、

畑
の
講
習
会
の
一
環
で
西
洋
野
菜
研
修
会
を

一
関
市
南
部
農
業
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

き
ま
し
た
。
千
葉
広
副
所
長
兼
農
業
技
術
員

か
ら
西
洋
野
菜
の
種
類
や
栽
培
事
例
な
ど
の

説
明
を
聞
き
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今
野

典
子
支
部
長
は
「
今
年
か
ら
西
洋
野
菜
に
も

挑
戦
す
る
た
め
し
っ
か
り
学
ん
で
畑
の
講
習

会
で
栽
培
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

青年部員から教わりながら種まきする園児

大きく育ってね
ＪＡ一関青年部中里支部

　

Ｊ
Ａ
一
関
青
年
部
中
里
支
部
は
４
月
21
日
、

龍
澤
寺
こ
ど
も
園
（
一
関
）
の
５
歳
児
35
人

に
水
稲
の
種
ま
き
を
指
導
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

青
年
部
員
が
種
を
ま
く
順
序
を
説
明
し
、
苗

箱
に
均
等
に
な
る
よ
う
「
こ
が
ね
も
ち
」
の

種
を
優
し
く
ま
い
て
無
事
に
大
き
く
育
つ
よ

う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
吉
田
妃
那
ち
ゃ
ん

は
「
初
め
て
ま
い
て
楽
し
か
っ
た
。
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

５
月
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た

利
用
者
様
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

百
寿
を
お
祝
い

介護業界でおなじみのごぼう先生と全国約５０の介護
施設が参加し、オンラインで健康体操を行いました。

ごぼう先生とオンラインで体操
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令和４年度ＪＡ職員募集（中途採用）をします

（有）JAラポート　お客様大感謝デー　のお知らせ

健康管理ができ創造性と行動力に富み、地域農業の振興に興味と
意欲あふれる方の応募をお待ちしております。

７月にお客様大感謝デーを開催致します。

皆さまのご来店　スタッフ一同　お待ちしております。

７月はいつもよりお得！！

・セルフサービス店（狐禅寺、花泉、室根、川崎）
	 毎週水曜日	 ６日、１３日、２０日、２７日　（4日間）
・フルサービス店（一関バイパス、千厩、藤沢、興田、摺沢、東山）
	 第１・第３土曜日	 ２日、１６日　（2日間）

１．職種及び募集人員
 農協業務全般（一般事務・営農指導・農業機械技術）　　若干名

２．応募資格
 高校卒業以上の方で、昭和５７年４月２日以降に生まれた方。

３．応募受付期間
 随時

４．応募書類の提出先
 〒 021-0027　岩手県一関市竹山町 7-1
 いわて平泉農業協同組合　総務部　人事教育課
　※郵送の場合は書留とし、持ち込みの場合は土、日、祝日の受け付けはいたしません。

５．選考方法
 （１）書類選考
 （２）一次試験（適性・論文）

 　　① 試験日時 随時
 　　② 試験会場 いわて平泉農業協同組合　本店　会議室　（岩手県一関市竹山町 7-1）

 （３）二次試験（口述）

　※募集要項および応募書類は人事教育課にございます。
　　また、ホームページからも取得できます。

お問い合わせ　ＪＡラポート　各給油所

お問い合わせ

ＪＡ人事教育課　☎ 0191-23-3006　ＦＡＸ 0191-21-0242
ＪＡいわて平泉ホームページＵＲＬ　https://ja-iwatehiraizumi.or.jp/

ホームページ
採用情報はこちらから
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ＪＡいわて平泉  理事会だより

ＪＡバンク岩手　サマーキャンペーン２０２２

無料年金相談会を開催します
 　ＪＡでは、これから年金の請求手続きをされる方などを対象とした年金相談会

を開催します。社会保険労務士が無料でご相談をお受けしますので、相談を希望

される方はあらかじめご予約下さい。

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、マスクの着用、アルコール消毒に
　ご協力ください。なお、今後の状況によっては中止する場合もございます。

【相談会日程】　完全予約制

　次の事項について審議され、原案通り決議されました。
第３回　４月２８日開催　▶改正個人情報保護法を踏まえた規程類の一部変更　
▶ＪＡ自己改革実践サイクルにかかる付属資料　▶農業振興・地域活性化を支える
ための経営基盤強化（拠点の再編・体制整備）　▶令和３年度事業報告の承認　▶
令和４年度事業計画（数値編）の追加　▶職員給与規程の一部変更　▶職制規程
の一部変更　▶令和４年度新規職員の採用方針（中途採用）　▶第４次管理・経済
システム・令和４年度分開発費用の拠出　▶固定資産（花泉ＣＥ屋根補修工事）の
取得　▶固定資産（厳美ＲＣ屋根補修工事）の取得　▶固定資産（新設倉庫色彩
選別機）の取得　▶令和４年産出荷契約米共同計算に係る重要事項の決定　▶第
８回通常総代会提出議案の修正

第４回　５月３１日開催　▶岩手県常例検査「指摘事項に対する改善状況報告」　
▶令和３年度期末監事監査報告書に対する回答　▶令和４年度理事の個別報酬の
決定　▶業務機構の一部改正　▶行政庁報告用業務報告書　▶固定資産管理規
程の一部変更　▶職制規程の一部改正　▶強い農業づくり総合支援交付金事業の
実施並びに固定資産（一関ＣＥ施設・設備）の取得　▶葬祭業務規程（5-8-1）並
びに運行管理規程（5-8-4）の廃止　▶令和４年度職員給与規程の一部変更　▶
利益相反取引の承認

【４月３０日付】　退職

　 髙橋　友幸 （葬祭センター）
  （（株）ＪＡいわて平泉葬祭センターへ転籍）

【５月１日付】　異動

　 （株）ＪＡいわて平泉葬祭センター出向

　 瀧澤　敏 （生活経済部次長兼葬祭センター長）

　 生活経済部次長兼経済課長　

　 瀧澤　光輝 （経済課長）

【５月３１日付】　退職

　 佐藤　忍 （くらしの活動課　課長代理）

職員の動き（カッコは前所属部署）

お問い合わせ・お申し込み　ＪＡ各支店・出張所

開催日

７月７日（木）

７月８日（金）

７月９日（土）

７月１０日（日）

場　所

藤沢支店

東山支店

大東支店

千厩支店

時　間

午後１時～午後７時

午前９時～午後３時

年金をもらう手続きは
どうしたらいいの？

［キャンペーン期間］
 令和４年
６月１日（水）〜７月２９日（金）

みんなで楽しむ夏。
あれこれたのしむ夏。

お問い合わせ　ＪＡ各支店・出張所

キャンペーン利用規約
《よりぞうグッズ先着プレゼントについて》
●期間中、新たに定期貯金（自動継続）または定期積金を３０万円以上ご成約された方（ご
継続の場合は３０万円以上増額）に「よりぞうステンレスカップ２Ｐセット」、新たに定期貯
金（自動継続）または定期積金を２０万円以上ご成約された方（ご継続の場合は２０万円以
上増額）に「よりぞう大容量折りたたみ保冷バッグ」、新たに定期貯金（自動継続）または定
期積金を１０万円以上増額）に「よりぞうデニム風保冷ランチバッグ」を先着でプレゼントし
ます。●個人の方に限らせていただきます。●定期貯金は通帳でのご契約のみを対象としま
す。●定期積金は口座振替による積み立てのみを対象とします。●定期貯金の預け入れ期間
は１年以上、定期積金の契約期間は１年以上とします。●定期貯金はＡＴＭ・ＪＡネットバン
ク経由でのご契約についても、通帳等で確認ができれば対象となります。●景品がなくなり

次第終了とさせていただきます。

《ＪＡネットバンク限定定期貯金金利上乗せについて》
●お預け入れは、個人の方に限らせていただきます。●対象の定期貯金は、ＪＡネットバンク
での新規お預け入れ１０万円以上３００万円以下のスーパー定期貯金（単利型・預入期間１
年（１２か月）・自動継続）。●金利の上乗せは初回満期日までとし、自動継続以降は、継続日
における店頭表示金利が適用されます（金融情勢の変化などにより金利が変更になる場
合があります。また取扱いを中止させていただきことがあります）。●この定期貯金はＪＡネッ
トバンクから中途解約できません。やむを得ず中途解約される場合は窓口までお問い合わ
せください。その場合はＪＡ所定の中途解約利率を適用いたします。●募集総額の制限があ
り、募集総額に達し次第、販売を終了いたします。●ＪＡネットバンクにて通帳式定期貯金を
口座開設（総合口座のみ）し、ご利用できます。お手続から2日後よりご利用できます。
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旬彩の恵み

つるを伸ばす

表面の光沢が
なくなる

へたに縦だけでなく横にも
亀裂が入ってコルク化する

子葉

本葉 子づる

親づる

子づる

親づる

着果果実 つるの間は
３５〜４０㌢

収穫のサイン

木村		千恵美さん
野菜ソムリエプロ

意外と簡単に育つ！
つるが伸びるので広い場所を準備

今月は カボチャ

10�1 月 2 月 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 月 11 月月 12 月

トンωϧ࠿ഓ

ҭබɾ࿐஍࠿ഓ

種まき

種まき ऩ֭২え付͚

২え付͚ ऩ֭

種まき ২え付͚ ऩ֭

トンネルඃ෴（定২࣌にඃ෴し、５月上०にআڈ）

『家の光』２０２１年４月号「畑の時間」から
監修／川城英夫　イラスト／川副美紀

カボチャのチ－ズケーキ
①
②

③
④

⑤

クリームチーズは常温に戻しておく
カボチャは種を取る。５㍉位の厚さに切って
皿に並べ、水とオリーブオイルを回しかけ、
ラップをして電子レンジ６００㍗で５分程度加
熱して、皮も柔らかくする（皮は硬いところは
取り除き、なるべく使う）
①と②、砂糖、卵を入れてミキサーにかける
オーブンを１７０℃に予熱し、③をボウルに入
れて薄力粉をふるい加え、牛乳も入れてよく
混ぜる
型に流し入れ、１７０℃で５５分ほど 焼く

  豆知識   カボチャはβカロテンやビタミンＢ、Ｃ、Ｅ、カリウム、植物繊維等が多く含まれていて、血行不良や疲労回復に
効果があります。皮の部分は固いため捨てる方も多いと思いますが、βカロテンが実の2 倍以上含まれているので、なる
べく捨てずに食べましょう。油と一緒に料理すると吸収率がアップします。

〈材料〉６号サイズの型
　カボチャ …………… ２００ｇ
　クリームチーズ  …… ２００ｇ
　砂糖 ………………… ５０ｇ
　卵 …………………… ２個
　薄力粉 ……………  ３０ｇ
　牛乳 ……………… ２００㎖
　オリーブオイル …  大さじ１
　 水 …………………大さじ３

1 苗作り

４ 座布団敷き

５ 追肥

３ 整枝（子づる２本仕立て） ６ 収穫

２ 植え付け

３～３.５号ポリ鉢に培養土を
入れ、２、３粒種をまく。厚さ
１㌢ほど覆土して水やりする

着果後１０日ほどして一番
果が握り拳大になったら
果実の下にわらやプラス
チック皿を敷く。果実が地
面に触れる部分から侵入
する病気を予防する効果
がある

一番果が握り拳大になり、
草勢が強 過ぎなければ、
追肥する。つるの占有面積
１平方㍍当たり速効性肥料
４０～５０㌘を、つるのあ
る部分やつる先に施す

本葉５、６枚になった
ら、親づるの先端を切
る。摘芯後、わき芽か
ら子づるが伸びる

低節位の果実は小果
や変形果になりやす
いので、雌花を摘み
取る。孫づるも摘み
取る

８～１２節（小型品種は
６節以上）の雌花に着
果させる。草勢が維持
できれば、二番果も収
穫可能。着果は一番
果着果の約１カ月後

子づるが１㍍ほどになったら、着果節以下の孫づる
を摘み取る

子づるの長さが３０㌢ほ
どになったら、生育がよ
く大きさのそろったつる
を２本残して他を摘み
取る

交配から収穫までの日数
は、西洋種で４５～５０日、
日本種で３０～４０日。へ
たと果実の表面に収穫の
サインが現れたら試し切り
する。果実が黄色になっ
て種子が充実していたら
収穫できる

植え付け前に苗にたっぷりと
水をやり、根鉢が崩れないよ
うに、ポットから出す

育苗期間は約３０日。種まき
後は暖かい場所で管理。気
温の低い時期は、ビニールト
ンネルや電熱温床などで保
温する

根鉢が隠れる程度に植え付
け、手でしっかり押さえて根
鉢と土を密着させる。植え付
け後に水やりをする

子葉展開から本葉１枚までに
生育の良い１株を残して他は
間引く

本葉３、４枚の苗に仕上げる

発芽まで地温２８℃
発芽後　昼温／２３℃→ 20℃
　　　　 　　   （徐々に下げる）

　　　　夜温／子葉展開後１２～１４℃
　　　　　　 定植前８～１０℃

育苗中の温度管理の目安

step

1
step

2
親づるを
摘芯する

step

3 孫づるを摘み取り、子づるを誘引する

子づるを２本残して
他を摘み取る
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喫茶去 じゅげむ
住　　所
電　　話
営業時間
定 休 日

平泉町平泉字柳御所157
0191-48-5227
9:30 ～ 14:30（ラストオーダー14:00）
水曜日、木曜日

ＪＡ平泉支店
ＪＡ平泉営農経済
　　　　センター

平
泉
駅

無量光院跡

道の駅平泉

毛越寺通り

中
尊
寺
通
り

東
北
本
線

至 一関

至 盛岡

300

〔お店から一言〕
　昭和レトロの雰囲気が漂う学校みたいなカフェを
テーマに営業しています。ハンバーグのソースは一関
市で自家栽培したブルーベリーをたっぷり入れて作り、
野菜は県産野菜を使っています。懐かしいレトロな空
間で、思い出話をしながらお食事をお楽しみください。

ブルーベリーソースのハンバーグプレート（ごはん・サラダ・スープ付き）
1080 円（税込）

山菜と野菜のピクルス山菜と野菜のピクルス
①

②

③

④

ジャガイモを５㍉位の厚さでイチョウ切りにし、電子レンジ５００㍗で５分かけ煮崩
れない程度に軟らかくする。ダイコンは長めの乱切りにする

ウドを短冊切りし、酢水に１０分程度さらす。ワラビはあくまたは重曹であく抜きを
する。タケノコは米ぬかまたは米のとぎ汁で煮て水にさらしておく。イタドリは皮を
むき斜めに切り、湯で２０秒程度煮て一晩水にさらしておく

①のジャガイモとダイコン、下処理をした②のウド、ワラビ、タケノコ、イタドリを
合わせてビニール袋に入れる

③のビニール袋にらっきょう酢と一味唐辛子２つまみ程度入れて袋の中の空気を抜き、
口をしっかり閉じる。常温で半日おき、袋から取り出し器に盛る

■材料
□ウド	…………………… １００ｇ
□ワラビ	………………… １００ｇ
□タケノコ	 ……………… １００ｇ
□イタドリ	……………… １００ｇ
□ジャガイモ	…………… １００ｇ
□ダイコン	……………… １００ｇ
□らっきょう酢	 ………… ２００㎖
□一味唐辛子	 ………………少々

藤沢町西口
小野寺 正子さん

【一口メモ】
山菜や野菜の切り方はお好

みでよい。

山菜は、あく抜きなどの下処
理を行ってください。
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家族が集まれる場所で
あり続けたい

おいかわ る　な

及川  瑠那 さん（19）

花泉町老松ゆき お

千葉  行雄 さん（73）

千厩町磐清水

ユツ さん（74）
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Ϥーロッパ綆行にて
（平成１２年）

WoM���

編
集
後
記

▽
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
月
号
で

「
こ
し
ぇ
る
」
は
１
０
０
号
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
先
輩
た
ち
を
見
習

い
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
広
報
誌

を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報

誌
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
取

材
に
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
及
川
）

▽
今
月
号
で
「
こ
し
ぇ
る
」
が

１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
広

報
担
当
と
な
り
１
年
と
少
し
で

す
が
、
表
紙
や
こ
し
ぇ
る
び
と

な
ど
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力

で
作
り
上
げ
て
き
た
広
報
誌
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆

さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
づ

く
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
広
報
担
当
者
の
似

顔
絵
が
編
集
後
記
に
入
り
ま
し

た
。
取
材
に
お
伺
い
し
た
際
に

は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
阿
部
）
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※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
身
近
な
話
題
は　
「
皆
さ
ん
の
声
お
届
け
し
ま
す
！
」コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

郵便はがきの裏に次の①～③をご記入の上ご応募ください。
① クイズの答え　② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、年齢

	 〒 021-0027  一関市竹山町７－１
 ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで
ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和４年６月２７日（月）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

佐　藤　清　子さん（三　関）
岩　渕　真　弓さん（花泉町）
小野寺　ゆかりさん（千厩町）
千　葉　かつ江さん（真　柴）
藤　原　信　子さん（室根町）
金　野　由　美さん（大東町）
岩　渕　暁　美さん（平泉町）
岩　渕　光　男さん（東山町）
八重樫　勝　枝さん（藤沢町）
岩　渕　朝　子さん（川崎町）

今月の当選者

４月号の答えは
「エメラルド」でした。

当選者は次の方々です。

▼５月号の答え

ウクライナの状況を見るたびに日本の安全保障
と食料問題が心配になります。エネルギーが戦略に
なったように、食料も同じだと思います。自給率の
アップが、安全保障と同じくらい大事だと実感しま
す。 厳美町　Ｓさん（６０代）

ゴールデンウィークと母の日に、２年半ぶりに
義母、母、祖母、夫と日頃の感謝を込めた食事会を
しました。 千厩町　Ｓさん（３０代）

今年も無事に田植えが終わりました。お米がた
くさんとれますように。 大東町　Ｋさん（５０代）

二人三脚を見てほっこりしています。
 萩　荘　Ｓさん（７０代）

あなたもチャレンジ！家庭菜園を見て、今年は
セロリを作ってみたいです。

 花泉町　Ｋさん（６０代）

こしぇる母さんの大地の恵み de クッキングは
いつも感心しながら見ています。 

 川崎町　Ｓさん（８０代）

夏野菜の苗を植えました。冬野菜からのリレー
を工夫しながら家庭菜園を楽しんでいます。

 滝　沢　Ｃさん（４０代）

   タテのカギ

①	1人用がシングルなら2人用は
③	作物のテンサイは、——ダイコンとも呼びます
⑥	かまぼこの土台にします
⑧	唇に差す物
⑨	最高学府に通う人々
⑫	2022の百の——の数字は0です
⑭	賭博師、ばくち打ちのこと
⑯	ビールやジャムを詰めます
⑰	——サラダ、——サンド、——マヨネーズ
⑱	大福とかようかんとか。水無月（みなづき）と
	 いうのもあります
⑲	いろいろな具をトルティーヤで挟んで作ります

   ヨコのカギ

①	虹の七色の一つ。赤の隣です
②	役者が立つ所
④	アメリカに行くことを漢字で表すと
⑤	とげに覆われた海の幸
⑦	「佐藤錦」「ナポレオン」などの品種があります
⑩	出番前の出演者が支度をする場所
⑪	ジョン・ウェインやゲイリー・クーパーは——劇
	 で活躍しました
⑬	賞与とも呼ばれます
⑭	多くの星が集まってできています
⑮	おなかの上で貝を割る動物
⑯	生産量日本一は長崎県。特に茂木の物が知られ
	 ている果物

二重マスの文字をＡ〜Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

クロスワード◎パズル
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〒
021-0027

岩
手
県
一
関
市
竹
山
町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代
表
）
／
FAX0191-21-0242

発
行
日
／
令
和
4
年
6
月
10
日
				発
行
／
い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kosheru@

ja-iw
atehiraizum

i.or.jp
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会
（
総
務
部
総
合
企
画
課
）　
印
刷
／
岩
手
日
日
新
聞
社

主
人
公
の
一
ノ
瀬
な
お
さ
ん
は
、
現
在
地
元
の
高
校
に
通
う
16

歳
。
そ
ろ
そ
ろ
就
職
か
進
学
か
決
め
る
時
期
。
Ｊ
Ａ
に

勤
め
て
い
る
姉
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
将
来
の
自
分
を
見
つ
め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
畜
産
事
業
に
は
、
公
共
牧
場
の
業
務
委
託

に
よ
っ
て
管
理
運
営
を
行
う
牧
場
が
２
カ
所
あ
り
ま
す
。
今
回
は
牧
場
の
業
務
や
役
割
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

～ＪＡ事業紹介編～～ＪＡ事業紹介編～ まんが：じっく

弥
栄
さ
ん
の
牛
た
ち
が

Ｊ
Ａ
の
運
搬
車
に

乗
り
込
ん
で
い
き
ま
す

年
間
通
し
て

Ｊ
Ａ
の
牧
場
職
員
さ
ん
が

飼
養
管
理
し
て
く
れ
る

公
共
牧
場
の
こ
と
ね

５
月
か
ら
10
月
は

放
牧
を
行
っ
て
る
か
ら

牛
た
ち
を
預
け
て

の
ん
び
り
ス
ト
レ
ス
無
く

過
ご
さ
せ
て
る
ん
だ

ウ
チ
の
牛
た
ち

た
く
さ
ん
食
べ
る
か
ら

夏
場
は
牧
場
の
方
で

食
べ
て
く
れ
る
と

助
か
る
ん
だ

牧
場
が
預
か
る
の
は

基
本
は
子
牛
が

中
心
な
ん
だ
け
ど

成
牛
も
可
能
で

待
つ
と
い
え
ば

な
お
ち
ゃ
ん
の

「
彼
氏
で
き
た
報
告
」
も

楽
し
み
に
し
て
る
ね
〜

今
年
も
牛
舎
開
放
に
伴
い

牧
場
で
は
「
安
全
祈
願
祭
」
で

一
年
の
無
事
故
を
願
っ
た
そ
う
だ
し

あ
と
は
体
力
つ
け
て
帰
っ
て
く
る
の
を

楽
し
み
に
待
っ
て
る
だ
け
！ 例

え
ば
さ
っ
き
俺
が

言
っ
た
み
た
い
に

冬
場
の
自
家
産

粗
飼
料
確
保
の
た
め

夏
だ
け
預
け
る
こ
と

も
で
き
る
よ

和
牛
は
須
川
牧
場
で

乳
牛
は
室
根
高
原
牧
野
で

そ
れ
ぞ
れ
預
か
っ
て
く
れ
る
よ

最
近
は

購
入
飼
料
が

値
上
が
り
続
き
で

大
変
だ
か
ら
ね
ぇ

公
共
牧
場
で

し
ば
ら
く
放
牧

さ
せ
る
ん
だ
よ

Ｊ
Ａ
が
管
理
す
る

預
け
ら
れ
る
牧
場

で
す
よ
ね

和
牛
っ
て

一
日
で
干
し
草

約
10
㌔
食
べ
る

そ
う
で
す
ね
〜

マイナビでエントリー受付中Facebook
二次元コード

ホームページ
二次元コード

ＪＡの営農情報
ＬＩＮＥ公式アカ
ウントで す。 友
だち追加をお願
いします。最新の情報は

こちらを
ご覧ください

ＪＡいわて平泉
の 採 用 情 報 で
す。気軽にご覧
ください。

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

第９８話第９８話 ～営農事業・畜産部より～～営農事業・畜産部より～

公共牧場でのんびりと公共牧場でのんびりと
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